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5.『断面』の構成 と各部分の内容 ･意図
F断面』の作成に当たっての筆者の基本的な考えは､① 日本の現状 を反映 し
た文章を読み､それについて話 し､書 く過程をとお して日本語力を総合的に向
上させることがで きる教科書､(む学習者やコースの状況により､個々の教材や



































































































｢あやしい (実行するかどうか怪 しい)｣｢うらめ (英語がうまいのが裏目に出
て)｣｢おす (病気をおして)｣｢ことはない (日本人の生活習慣に合わせること
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レポー ト･論文等でよく使われるこれらの表現を学習者に意識させて､学習者
が使えるようにしたいという趣旨で取 り上げている｡｢かんしん｣｢という｣
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ろう｡






く､文字どおり "話す練習"である｡ 回答者が自由に話せる部分の多 くない､



















める数の限界ではないかと思 う｡ 筆者の場合は､短文作成用シー トをその都度
配布している｡これも学習者にきちんと取 り組ませるためである｡ 各課の語句
は､他の課の ｢書 く練習｣で取 り上げられている語句との重複が少なくなるよ























由な話 し合いをしたあとに取 り組む｡話 し合う中で自分の考えも形作 られ､論
点 も明確になり､書 く作業にも意欲をもって取 り組めるようになる｡
また､ただ漠然とテーマを与えたり文章構成だけを指示 して書かせるのでは




ならないように､また､取 り組みが安易にならないように､テーマ (｢企業 と
労働｣､｢教育｣､｢高齢化社会｣､｢環境｣など)ごとに､その全体またはその一
部 (一つの課｡学習者自身が選択)について書かせる｡ 原稿用紙 (400字詰)
3枚､3-4週間に1回程度である｡
長崎大学留学生センター紀要 第 9号 2001年 15
学習者の作文はすべて添削し簡単なコメント (内容面および文章構成面)を
つけて返却する｡ 同時にその回の作文に共通に現れた問題点をプリントにまと
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副教材 として発展させていきたいと考えている｡
d.語句や文型の習得の面で有効な練習があれば､それを取 り入れること｡









で公にされ､日本語教師の "共有財産" として - 抽象的な学習者一般､な
いしは "あるべ き学習者"ではなく日本語教師が 日々接する具体的な学習者に








じている｡｢読む準備訓練｣でなく ｢読む訓練｣が必要との見解 (駒井 (1990))
についても同様である｡













































































る場合は､学習者の目的に合わせて他の教材や練習 と併用 して使 うとより効果
的な学習がで きるで しょう｡｣(国際交流基金 日本語国際センター 『日本語教育
通信』第37号 2000.5)
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